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実現可能であるO その場合は､船内に搭載した地震計 ･重力計 ･磁力計 ･温

































地震波 (e.ど,,DzievonskiandWoodhouse,1987) .地磁気 (e.g.,Gubb
insandBloxhaⅢ,1987).重力 (e.g.,Eagereta1.,1985) ･ニュートリ














Tablel リモー トセンシングの､コアと下部マン トルに対する
水平方向空間分解能
観測手段 分解能 (km)
地震波 実体波 (走障解.節) ～10

























れるという､自明ではない仮定を採用 している｡ もしこの仮定を採用 しなけ
れば空間分解能は､2方×地球半径～40000kmに落ちるO
また､高エネルギー加速器で 1O`TeV程度のニュー トリノを作 り､地球




yashiandFukao,1991). しかし､これらのニュー トリノや反ニュー トリノ
を利用する観測法は､コアとマントルを区別する程度の分解能 (27rXコア
の半径～20000km)しかもたない｡



































































Ringvood,1979). 一方､現在の地球は内核 ･外核 ･下部マントル ･遷移層


















































































































































































あるO (1)流体運動が励起した弾性的自由振動 (e.g.,コアモー ド)の検出
(2)地球回転の観測.すなわち､慣性モーメントの変化によるLODの変
化と､流体運動によるFCNの励起の観測 (3)アルベン波などの地磁気変





























































































【1】地球のCMB (CoreMantleBoundary ;地下2900km )までの
探査を行なう｡ この.研究は固体惑星一般の内部探査を狙ったものであって地
球に限るものではない｡しかし探査に関連する問題を明確に表現するには､
































【5】船内部に地雷計 ･重力計 ･磁力計 ･湿度計 ･電気伝導度計を搭載し､
CMBまでのマントルの観測 ･分析を行う｡ 地球深部にある物質の92元素
























































































































































































































































V V.sstl-2Ar dlpgr-9Ⅹ )n (4,
rは船の半径､6pは船とマントルとの密度差であるo gは重力加速度､
Xはnに依存する補正係数で1のオーダーである. (4)式の特徴は､






































































































































































































パワーPcM の計算例を､Fig.9に示す0 0.1Hz､ 1Hz､および
10HzのQ値として､AndersonとGiven (1982)の 論文の
Table 3のデータを採用 し､ 100HzのQ値については600と設定 した｡




































































































































3×1 015Jあれば十分である. (3)観測活動 :船に搭載した観測横器や
コンピュータの作動に必要なェネルギーは､ (1) (2)に比べてかなり小





















































































半径10m程度の球形の観測室に､計算横や観測機器 (地寮計 ･重力計 ･磁



























































































































































































































































































































































































































































- 58 5 -
中島 善人
問題のために､実行されなかった｡
リキダス温度
:液体の温度を下げていった時､液体から固体が析出しはじめる
温度｡ 融点のユ_種｡
リソスフエア
:地表から地下100km程度までの領域｡すべての地殻と､マ
ントルの上層部を含む｡
和連 (わだち)ぺニオフゾーン
:深発地震の震源の空間分布は､平面状になることがわかってお
り､この平面を和連ぺニオフゾーンとよぶ｡
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